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用 ミウ ツジ で 
(2) 特殊 な る 移動 り 
根 本 末 ? 
Lampides の oezzczs in Boso district (Chiba Pref.) 


(2): Characteristic Migration 
By Suk Ngworo 


野村 博士 は 房総 南部 に 於 ける 研究 より 本 種 の 移動 が 正常 な る も の の 外 に 。 特殊 な る 移動 を 行う ちの が ある と 指 
摘 せ られ (1954)。 これ に つい て 磐 瀬 太郎 氏 は , 体 脂肪 を エネ ルギー 源 と し て 一 挙 に 何 百 キロ も 長 巨 離 飛行 を する 
個体 が ある だ ろう と 推定 され て いる (1956) が , その 後 本 問題 に つい て 疑問 解明 へ 進展 し た こと を 聞か な い . 以 
下 推 論 の 域 を 脱 せ ず 軽 卒 の 坊 が ある が , 疾 問 解明 へ の 一 段階 と し て 敢えて 私 見 を 述べ て 見 た い . 

磐 瀬 氏 に は 常に ど 指導 いた だ き , 気流 に 関し て 気象 庁 産 業 気象 課長 大 後 博士 , 鹿児島 県 立 稚 丸 高校 小倉 一 郎 先 
生 の ご 指導 を 仰ぎ 深く 感謝 致し ます . 

1 気流 

と の 長 距 離 飛行 を 可能 に する も の は , 発進 地 と 移動 先 を 結ぶ 気流 が ある の で は な い だ ろ うか. 該当 個体 の 体 構 
成 を 知る とこ と に より 何等 か の 手 懸 り を 得 ら れる か と 考え , 新 虫 ムシ ペン 等 より 当時 の 記録 者 へ 照会 し た が 一 通 
の 回 答 も 得 ら れ な か っ た . 幸 に も この 度 磐 瀬 大 郎 。 白 畑 幸 太郎 。 弘前 大 学 室 谷 洋司 各氏 より 若干 の 資料 を 得る こ 
と が 出来 た . 即ち 





























青森 県 1959. 8.23 18 三 厩 村 意 飛 福島 県 1956. 8. 2 1 玉川 村 
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1956. 8.25 18 ヶ 
室 谷 氏 に よれ ば 以上 の 青森 県 の 個体 は 平常 の も ゃ の より 生々 小型 で ある と いう . 同氏 は これ に つい て 次 の よう に 











「 こ れ 等 の 記録 は , 本 州 西 の 北端 竜 飛 岬 近 修 で ある . …… 意 飛 の 持つ 地域 的 な 特性 が ある と 考え る . …… ミ 
ナガ シ , クロ アゲ ハ と 共に 南方 の 蝶 が 入り …… 之 等 は 海流 に よる 環境 上 の な に も の か が 存在 する も の と 思わ れる ・ 
eis 」。 採集 る 盛 に 行わ れる 青森 市 附近 その 他 に 全然 見 られ な いと いう 点 に 注目 を 要する と 思わ れる . 之 は 蝶 の 
意志 (? ) の み に 基 いて 行動 する も の で は な く , 自力 以外 の 何等 か の 力 が 加わ っ て いる も の と 考え る . その 力 と は 
何 か . 私 は 之 を 気流 と 考え て いる の で ある . 関東 の 発進 地 と 東北 の 到達 地 の 間 の 気流 の 関連 性 に つい て , 推定 発 
進 地 の 一 例 を 清 浴 山 南面 に と れ ば , 房総 の 台地 は 北 に 低く , 商 に 高い . その 最高 点 が 清 浴 山 東西 の 線 で ある . を 
の 南面 は 断層 の 影響 に て 急 傾 斜 を 以 っ て 海岸 に 接し て いる ・ 

7 一 8 月頃 の この 地方 は 東南 の 海風 が 吹き つけ て いる . 風 道 と な る 谷 に 於 て は , 息 の 強 弱 に より 瞬間 風速 10 米 
を 超す 場合 も ゃ 珍し いこ と で は な い . この 山谷 風 は 沢 沿 い に 吹き 上 げ ら れ , 尾根 を 越し て 行く , 熱せ られ 水分 を 多 
く 含ん だ 海風 の 場合 , この 熟 を エネ ルギー 源 と し て 上 昇 気流 と な る と と は 考え られ る . と の 吹き 上 げ ら れ 上 昇 し 
た 気流 は 季節 風 と し て 北 に 向う も の が こと の 時 期 に 卓越 する 風 系 で ある . 

と の 気流 は 地上 の 地形 に より 流れ を 乱 さ れる こと は , 航空 気象 に 知ら れる エア ー ポ ケッ ト の 現象 と し て 知ら れ 






































1) 房総 北部 に 於 ける ツラ ナミ シジミ (!) 促 成 サ ヤニ ンド ッ ウッ の 被害 を 中 心 と し て (植物 防疫 : 15 ⑯。 1961) 
2) 寺 甘 県 印 施 那 印西 町 森下 仲町 
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ギー キー キー た AI 
る と ころ で ある . と の 気流 の 乱 さ れる 地 が 到達 地 で 2 萬 県 の , 或 は 青森 県 の 特殊 な る 移動 個体 の 発見 され 
る 地 で は な い だ ろ うか . この 風 系 を 考え る の EE 

夏 の 山谷 風 は 上 昇 す る こと な く 陵 線 沿い に 越し て 行く と 言わ れる が , 地形 及び 気象 状況 に よっ て は 上 昇 す る と 
と を 観察 し て いる 

2 移動 し 易い 個体 (世代 ) 

夏 の 座 節 風 に より ウラ ナミ シジミ が 吹き 上 ト 上げ ら れる 
充分 で な いと 思う . 私 は 更に 次 の よう に 考え た い . 

7 で 8 月 頃 の 成員 は その 後 の も ゃ の に 比 し て 飛翔 は 極め て 活 溢 で 短 距 離 な が ら 100 米 を 5 10 秒 位 の 速 さ を 以 て 
飛 針 し , 慣れ な いも の に は ウラ ナミ シジミ と は 思わ れ な い 飛 び 方 で ある . 前 次 長 も 中 位 で あっ て その 後に 見 られ 
る 大 型 の も の は 見 られ な いし , 又 碁 だ し い 小型 の も の も 見 られ な い . これ は 骨 か に 食 草 の 成分 と の 関連 を 考え て 
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BMB こ 就 いて は , 以上 に この べた 気流 に よる 説明 の み で は 


時 


6 
野村 | 后 こよ れ ば ば 斑 近 の 研究 に よ り 飛 子 し 吉 \ 5 あい A タ (は 。 A で た EE 計 則 ちか カ リ 分 の 多 い草 
に 直 育 Nk 多い と いう . イチ モン ジ セ セリ の 移動 は 第 3 化成 虫 で ある が ,。 この 時 期 の も の は 水 税 に よ 





り 生 育 す る も の で , 苦 業 技術 研究 所 に よれ ば 特に 多 窒 素 株 に 好 ん で 集まる と いう .。 この 傾向 は ウラ ナシ ジミ に も 
見 られ る と ころ る で ある . 


土壌 成分 或 は , 栽培 作物 の 施肥 関係 等 より , 食 章 の 含有 成分 に より 。 生理 的 に 飛翔 し 協 い 個体 ( 成 は 或 る 地域 
に 於 け MA を 生じ て いる と 見 られ な い だ る うか. 
窒素 成分 を 多く 吸収 し た 食 草 の 成分 の 変化 。 之 を 食間 と し た 場合 の 生理 的 変化 等 。 私 の 浅 薄 な 知識 を 以 て し て 


A る こと が 出来 な い . 

「7 一 月 初旬 頃 の 個体 に は , その 地 に 於 ける 食間 の 影響 より 飛 将 し 易い 体外 の も の を 生じ て いる . 」 と 解 し 
た い . 

3 DD OE 

1959. 6.19 1 き 9 生葉 県 銚子 市 














県 
1960. 7.10 28 ん 柏 市 

之 等 を 一 般 に 特殊 な る 移動 と 見 て いる も の が 多い よう で ある が , 之 に 就 い て は 別に 報告 し た いと 思う が , 過 総 
北部 の この 時 期 の も の は 第 3 移動 波 と , 第 4 移動 波 の 混合 と 見 る べき で ある . 

1960. 5. 6 : 北 区 科 付 岡田 朝雄 氏 1960. 6.13 新宿 区 祖 比 奈 正 二郎 民 

1960. 5.22 ヶ ヶ 





之 は 特殊 な る も の と 見 られ る と 思う . 妖 し こ の 場合 の も の は 東北 方 面 へ 現われ る も の と は 錦 的 に 趣 を 異 に する 
も の と 考え る . この 平地 罰 面 へ 現われ る も の は 正 E 常 な る 移動 準 の 枠 か ら 飛 び 出 し た 個体 と 見 る べき で は ある まい 
か ・ 産卵 。 求 守 行 動 の 飛び 苑 れ て 拡大 し た も の と 見 る べき も の と 考え る . 

1960. 7.20 1 本 柚 湖 畔 松浦 究 子 氏 
の 例 も 地 符 より 推定 し て 上 上記 の 場合 に 該当 する も の で は な い だ ろ うぅ う か . 

リュ ソ キ ュ ウツ ムラ サキ が 合 風 進路 の 東 間 に 現われ た も の は , パラ オ 和 系 の も の で は な く 蘭 団 系 の も の で ある と い 
う (国立 科学 a 條 時 沢 良彦 氏 ) 

以上 を 妥 約 すれ ば 





RS 0 DN い ) 食 草 成分 i 
が 生じ , 之 が 地形 と 多 MS て 生ずる 上 昇 気流 に よっ 2 この 気流 が 地上 の 地形 に 信 i り 生ずる 気流 
の 乱れ に よっ て 六 地 す る 

人 DP いる も の は 非常 に 少 い が , この 条件 の 揃う と ころ 静岡 , 愛知 , 三重 , 和束 山 , 
UN や を じ も で る 屋 ら 六 を 所 を 本 を 考え る と き 広 く 各 地 に 見 られ る 現象 と 思わ れ 


・ 本稿 に 対す る ご 批判 と 共に , 広く 各地 の 記録 を お 聞か せ 願 いた い . 
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シベ チャ キリ ガ の 採集 
山 根 正 気 り 


Second record of Perigrapha circumducta LEDERER in Japan 
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By SEIki YAMANE 


シベ チャ キリ ガ Perigrapha circumducta LEDERER 
は 1958 年 飯島 一 駿 ・ 緒 方 下 う 天 両 氏 に より 初め て 北海 
道 釧路 国 標茶 町 か ら 記録 きも や た ヤ ガ で 2」 その 時 の 報 
告 に より ます と 「 過 夫 10 年 間 に わ ず か に 4 頭 を 採集 し 
た 」 と いう ほど 珍 ら し いも の だ そう で す . この 記録 以 
4 シベ チャ キリ ガ が 採集 され た 報告 は な いよ う で す 

僕 は 1 頭 の 8 を 採集 し て いま す の で , ここ に 報告 
ビビ ます : 

採集 年 月 日 1958 年 4 月 20 日 

採 集 地 札幌 市 郊外 三角 山 

採集 場所 の 状態 晴天 , 雪が 少し 残っ て いた - 
お わり に いろ いろ 教え て 下さ っ た 緒方 正美 氏 に お 礼 申 し 上 ト 上 げ ま す . 


- 














1) 札幌 市 閑 似 町 宮の森 317 2) 飯島 一 雄 ・ 緒 方 正美 (1958) 蝶 と 虹 9 (2) : 30 





和歌 山 市 で と れ た ギン モン ウス キチ ョ ュ ョ ウ 
白 水 除 


A record of Catogpsilia pomona from Wakayama-city 


By TAkasHt SHIROZU 


ギン モン ウス キチ ョ ッ ウ Catopsilia pomona Fasriciuus は この 数 年 来 , 疾 々 と 日 本 各地 で と れる よう に な っ た 
・ 和歌山 県下 で は 未だ 発見 され た こと が な い . 私 は 和歌 山県 加太 中 学校 の 後 藻 仲 先生 より 同 校 生徒 が 加太 で 採 
集 oe 守 財 を 受け , その 記録 を 依頼 され た の で , 簡単 に その デー タ を 書留 め て お く こ と と する 
和束 山県 和歌 山 市 加太 (淡島 神社 付近 ), 1 , 1961 年 8 月 1G 日 西田 誠一 董 (加太 中 学校 3 年 生 ) 採集 ・ 
この は 百 日 草 の 花 に 飛来 し た も の を 採集 され た と いう ・. 資料 を 時 られ た 後 葉 伸 先生 , 同 先生 の 依頼 に より 福 
彫 ま で 標本 を 届け られ た 治 川 淳一 氏 に 深謝 する ・ 





1) 福岡 市 大 坪 町 1 丁目 光州 大 学 教養 部 生物 学 教室 
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